








 

4

調査対象流域（チョガ湖流域）

チョガ湖流域

ウガンダ国
チョガ湖流域水資源開発・管理計画調査

コンゴ民主共和国























ウガンダ国チョガ流域水資源開発・管理計画調査 
ファイナルレポート -メイン - 要 旨 

(i) 

要 旨 

1. 調査の背景 

ウガンダ国(以下「ウ」国という)は、国内総生産(GDP)の 4 割、輸出総額の 8 割を農産物が占める

農業国で、総人口の 86％を占める村落住民の 7 割が農業に従事しており、持続的な経済成長にと

って地方の役割は非常に大きい。同国では上位計画として、国家計画 PEAP（Poverty Eradication 

Action Plan, 1997～2008）を引き継ぐ形で国家開発計画（National Development Plan (NDP), April 2010）

が公表された。経済成長と貧困削減を組み合わせた計画目標値として、貧困撲滅目標を 2015 年ま

でに絶対貧困層を 24.5%以下にするとしており、貧困層の 96%が住む地方部に対する対策が緊急

の課題となっている。国家開発計画 NDP(National Development Plan)は、水・環境セクターに関し

て次の目標を掲げている。 

 

 2015 年までに都市部における安全な給水(居住域より 0.2km 以内に水源の確保)、衛生普及

率を 100%とする。 

 2015 年までに地方の給水（居住域より 1km 以内に水源）、衛生普及率をそれぞれ 77%、95%

にする。 

 

本件調査の対象となるチョガ湖流域は、国土面積の 25%弱に当たる約 5.8 万 km2 を占める国内 8

流域中の国内最大の流域である。（図-1 参照）この流域には約 930 万人(2008 年推定)が居住してお

り、主な産業は牛を主とした牧畜と綿花、コーヒーを主な換金作物とする農業である。 

 

本流域は、年間降水量が 1,200mm

以上で河川、湖沼、地下水の水資

源にかなり恵まれた地域である。

しかしながら、本流域内の平均給

水率を見ると、約 57%と国平均の

63%を下回っており、Kaabong, 

Kotido, Abim, Bugiri 県などの様に

40%以下の所もある。 

 

一方で、流域内の山間部では森林

伐採による斜面の浸食が土壌流出

ならびにチョガ湖等の水質悪化を

引き起こし、農業さらに日常生活

にも深刻な打撃を与えており、流

域内の利水のみならず治水対策も

重要な課題となっている。 

  図-1 調査対象地域 
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(ii) 

2. 調査目的 

本件調査の主目的は以下の 3 点である。 

 チョガ湖流域内における「水資源開発・管理基本計画」の策定。 

 上記を踏まえたチョガ湖流域内優先県における「地方給水マスタープラン」の策定。 

 実施機関である「水・環境省」水資源管理総局(DWRM)及び水開発総局（DWD）の計画策

定能力の向上を図る。 

 

3. 水資源ポテンシャル評価と水需給バランス 

本調査結果を基に、チョガ湖流域全体の表流水・地下水のポテンシャルを評価した。全利用可能

水量は 1/10 渇水年では 556.1 MCM/年、1/3 渇水年では 650.5 MCM/年と推定された。1/10 渇水年

では 2020 年以前に需要を賄えなくなる恐れがある。（図-2 参照）水需給バランス検討はまた 5 サ

ブ流域( Okok, Okere, Lwere, Kyoga Lakeside Zone, Mpologoma ）が近い将来農業用水の不足を来す

ことを示唆している。 

 

4. チョガ湖流域における水資源開発・管理上の主要課題 

本調査において明らかになった水資源開発・管理上の主要課題を課題を以下のように整理した。 

 

 水資源開発・管理のための水文・気

象、水理地質等の基礎データ不足。 

 不明確な水資源（表流水、地下水）

ポテンシャル評価。 

 ナイル協定による表流水利用規制。 

 気候変動問題。 

 不明確な水資源需給バランス状況 

 飲料水供給、特に地方給水の給水率

の伸び悩み。 

 不十分な水資源開発・管理のための

ステークホルダー協調。 

 水環境保全のための水質環境基準が

未設定。 

 洪水・土砂災害への対応不足。 

 不十分な組織力・人材キャパシティ。 

 少ない住民参加。 

 

 

5. 「水資源開発・管理基本計画」の作成 

チョガ湖流域水資源開発・管理基本計画は、

上記主要課題を考慮して短期（2015 年）、中期（2020 年）、長期（2035 年）計画として立案され

た。（表-1 参照） 

  

図-2 チョガ湖流域の水需給バランス 
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(iv) 

6. 基本計画優先度評価 

基本計画に盛り込まれた個別計画について、その優先度をミレニアム開発計画の基本 8 項目への

相対的な貢献度をもとに総合評価した。その結果、地方給水が最優先計画と位置づけられた。 

 

7. 基本計画の評価 

基本計画中の構造対策および非構造対策いずれについても「ウ」国での実施にあたっての技術的

な問題はない。基本計画中の最優先計画である地方給水事業は、経済評価から EIRR12.7%>割引

率 10%となって事業実施の妥当性が確認された。しかしながら、財務評価の観点からは「ウ国」

の財政状況を鑑みると今後もドナー等の支援に依存しなければ、給水のような基本インフラ整備

を実施して行くことは困難である。一方、構造物対策（給水施設、小規模貯留施設、汚水処理施

設、植林事業）に対する環境社会配慮上の評価の結果、対策の取れないような深刻なネガティブ

インパクトはない。 

 

8. 地方給水マスタープラン作成 

基本計画の最優先計画である地方給水マスタープランの対象となる県を自然、社会条件それぞれ

５項目の評価結果に基づく評価の結果 Soroti, Pallisa, Iganga の３県が選定された。RGC 調査お

よび WATSUP 調査結果から、一般に RGC の給水率が Sub-County 平均値のみならず RGC を除

く村落部平均値よりも 1 割～４割低いと言う事実から、村落給水率の向上を早急に図るためには、

RGC を対象とした配管給水を計画の中心にする方が効果的であると判断された。マスタープラン

の内容は表-2 の様に示すとおりである。 

 

9. 地方給水マスタープラン評価 

マスタープランは、経済的に大きなプラスのインパクトを「ウ」国に与えることとなるが、財務

的には同国の財政状況を考慮すれば、施設建設コストを外部の支援に依存せざるを得ない。しか

し、少なくとも建設された給水施設の維持管理を「ウ」国で実施するためには、ハンドポンプ付

表-2 地方給水マスタープランの内訳 

 

2010 2015 2020 2035
(Present) (Short Term Plan) (Middle Term Plan) (Long Term Plan)

27.1% 95.6% 100.0% 100.0% -
69.1% 73.8% 79.6% 100.0% -
63.0% 77.1% 82.6% 100.0% -

Construction - 21 RGCs 5 RGCs 3 RGCs 29 RGCs
Extension - - 21 RGCs 26 RGCs -
Boreholes - 306 nos. 406 nos. 2,035 nos. 2,747 nos.
Repair - 70 nos. 69 nos - 139 nos.
Replace - 180 nos. 252 nos. 1,491 nos. 1,923 nos.

36.5% 91.8% 100.0% 100.0% -
58.7% 75.2% 81.1% 100.0% -
56.5% 76.9% 83.1% 100.0% -

Construction - 11 RGCs 6 RGCs - 17 RGCs
Extension - - 11 RGCs 17 RGCs -
Boreholes - 390 nos. 361 nos 1,638 nos. 2,389 nos.
Repair - 47 nos. 47 nos. - 94 nos.
Replace - 160 nos. 233 nos. 1,297 nos. 1,690 nos.

60.1% 97.2% 100.0% 100.0% -
71.2% 75.6% 81.7% 100.0% -
70.4% 77.0% 82.9% 100.0% -

Construction - 7 RGCs 3 RGCs 1 RGC 11 RGCs
Extension - 4 RGCs 11 RGCs 14 RGCs -
Boreholes - 303 nos. 437 nos. 2,202 nos. 2,947 nos.
Repair - 84 nos. 84 nos. - 168 nos.
Replace - 169 nos. 244 nos. 1,532 nos. 1,945 nos.

District Descriptions Total

Ig
an

d
ga

Coverage
RGC
Out of RGC
Whole District

Required Water Supply Facilities

RGCs Areas

Other Rural
Areas

P
al

lis
a

Coverage
RGC
Out of RGC
Whole District

Required Water Supply Facilities

RGCs Areas

Other Rural
Areas

S
or

ot
i

Coverage
RGC
Out of RGC
Whole District

Required Water Supply Facilities

RGCs Areas

Other Rural
Areas
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き井戸では水道料金徴収率 75%程度を確保すること、RGC を対象とした管路給水施設では約

2,000UGX/m3の水道料金を滞納なく徴収できることが求められる。一方、環境社会配慮の観点か

らは、軽微なインパクトがある可能性はあるものの、いずれも回避できるものである。 

 

10. 優先プロジェクト選定 

各県において、短期計画目標地方給水率（2015年に77%）

を達成するために必要な給水施設計画の中から優先プ

ロジェクトを選定した。優先プロジェクトは、3 県全 61

ヶ所の RGC から下記の 7 パラメータについてポイント

スコア評価し、上位より 39RGC がまず選定された。 
 給水率 

 既存公共および行政施設と RGC の事業施設の数  

 RGCサイトにおける取水可能な水量と井戸成功率 

 RGC の人口 

 1 井当たりの給水人口 

 RGC での電力供給の有無 

 試験井における取水量の調査結果 

 

その中でもスコアの上位から第 1～3 優先グループに区

分された。第 1 優先グループに選定された RGC は以下

の 13RGC である。(図-3、表-3 参照) 
 Soroti 県：Kidetok、Tubur、Acuna 

 Pallisa 県：Kadama、Kasassira、Kameke 

 Iganga 県：Nabitende B.、Namungalwe、Nambale、

Nakabugu、Nakalama、Lambala、Naigobya 

図-3 優先プロジェクト位置 

表-3 パイプ給水施設の優先評価 

順位 RGC 点数 人口 順位 RGC 点数 人口 順位 RGC 点数 人口

1 Nabitende B. 36.0 17,459 3 Kadama 32.4 12,888 2 Kidetok 32.5 1,265

4 Namungalwe 32.0 14,474 10 Kasassira 22.2 6,666 5 Tubur 26.6 2,433

6 Nambale 25.1 5,717 13 Kameke 20.8 3,194 7 Acuna 24.6 2,069

8 Nakabugu 22.8 5,814 15 Kapala 18.9 2,574 19 Mugarema 18.1 5,125

9 Nakalama 22.3 6,905 18 Buseta 18.1 2,839 25 Kagwara P. 17.3 3,796

11 Lambala 21.6 2,515 21 Kibale P. 17.8 2,833 35 Mulondo 12.8 2,214

12 Naigobya 21.3 1,942 23 Nabisuwa 17.4 2,074 36 Pingire Etem 12.6 1,582

14 Busesa 19.7 4,825 24 Kabweri 17.3 1,562

16 Kyanvuma 18.7 2,050 28 Butebo 15.6 1,358

17 Nakivumbi 18.2 2,750 30 Agule 15.0 2,988

20 Nondwe 17.9 4,264 33 Boliso ITC 13.0 1,253

22 Nabitende K. 17.6 2,822

26 Bukooma 17.1 2,533

27 Kiwanyi 16.3 3,033

29 Namusisi 15.4 1,960

31 Ikumbya 14.3 1,508

32 Busiiro 13.1 2,231

34 Busalamu 13.0 1,972

37 Buwologoma 10.8 2,262

38 Bumanya 10.3 2,280

39 Nawampiti 9.1 2,485

優先
グループ

Iganga　県 Pallisa　県 Soroti 県

第
一

優
先

グ
ル

ー
プ

第
二

優
先

グ
ル

ー
プ

第
三

優
先

グ
ル

ー
プ
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11. 提 言 

以下、本調査を通じて得られた主要な提言を示す。 

 

(1) 水資源モニタリング体制整備 

「水資源開発・管理」あるいは統合的水資源管理（IWRM）の基礎をなす水資源データ（気象、

表流水、地下水データ、水使用量等）はデータ数のみならず、その精度維持と継続性が求められ

る。現在の水資源モニタリング体制の強化およびモニタリング項目の充実が望まれる。 

 

(2) 人員増とキャパシティ・デベロプメント(C/D)の必要性 

水資源管理に関わるスタッフの増員とともに能力向上を目指す C/D が必要である。 

 

(3) ステークホルダー調整機能の確立 

水資源を巡る問題が今後ますます顕在化してくる事が予想され、ステークホルダー間の利害調整

を流域あるいはサブ流域単位で WMZO やサブ流域連絡協議会などが中心となって実施して行く

体制を整える必要がある。 

 

(4) 地方給水率の向上 

都市給水に比べて整備の遅れている地方給水はその給水率が最近頭打ちとなっている。新規施設

の建設もさることながら、既存施設のリハビリ、維持管理も怠るべきではない。 

 

(5) 給水施設維持管理体制の確立 

地方給水マスタープランの財務評価結果から明らかになったように、施設の維持管理を自立させ

るためには、その水道料金徴収を高めることが最も肝要である。「ウ国」では、スケールメリット

を生かして持続性のある給水施設の維持管理体制の構築が模索されているが、実情に合ったきめ

細かい維持管理手法、体制の確立が急がれる。 

 

(6) 節水社会への移行 

本調査における水需給バランスからも分かるように、比較的水資源に恵まれたチョガ湖流域とい

えども、将来水需要量の急増が予想され、今から節水社会への意識改革に着手すべきである。 

 

(7) 地方給水マスタープランの財源問題 

約 80 県ある「ウ」国の中で、対象 3 県の地方給水マスタープランを実現するだけで、2035 年ま

で平均で約 340 億 UGX/年以上の予算が必要となる。「ウ国」政府の水衛生セクターの年間予算が

約 1,500 億 UGX であることを考えれば、財源問題が非常に厳しいと言える。財源確保の手段を

検討すべきである。 
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(8) 優先プロジェクトの早期実施 

優先度の高い 13RGC における給水施設建設を急ぐべきである。 

 

(9) RGC 以外の地方給水整備と維持管理 

RGC 以外の村落では、ハンドポンプ付き深井戸主体の給水施設の建設を急ぐ必要がある。施設と

しては、毎年 3 県で平均 200 本以上設置しなければならない。そのための整備体制を早急に整え

る必要がある。既存の井戸を含めてレベル１の維持管理のために裨益者負担金の徴収率を向上さ

せなければならない。 

 

(10) 農業用水の確保 

農業用水のなかでも作物用水の不足が 5 サブ流域、特に Mpologoma サブ流域で懸念される。不

足揚水量を補うために、バレータンクやため池などの貯留施設を使って洪水流量（無効流量）を

利用するための対策計画・実施が急がれる。 

 

(11) 洪水・土砂災害への対応 

エルゴン山周辺では、自然環境破壊が進んでいる。昨今の気候変動も影響して洪水・土砂災害が

増加傾向にあり、現況診断を目的として基礎調査から直ちに開始すべきである。 

 

(12) 環境社会配慮 

今後、3 県における RGC への給水施設建設実施に向けて F/S、基本設計、詳細設計、実施と段階

を踏んで行くことになると思われるが、F/S 段階においてはウガンダの環境影響評価規準に基づ

いて、DWD が必要書類を作成した後に、NEMA に提出する必要がある。さらに、給水施設の建

設が実際に始まると、一時的にせよ便益の地域間格差を生ずる恐れがあり、事前に十分な地元説

明を行うべきである。 

 

(13) 人口増加の抑制 

「ウ」国における世界第 3 位の人口増加率は、給水人口の急増の他に、エルゴン山周辺の自然環

境破壊の進行の主要因の一つともなっている。予想される将来の人口増に見合った施設計画、実

施計画は重要である一方で、人口増加の抑制も考慮すべき事柄である。 

 

(14) 他流域の取り組み 

本調査をモデル流域として、同様の水資源開発・管理計画調査を他の７流域についても実施すべ

きである。 
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第 1 章 序 章 

1.1  調査の背景 

ウガンダ国(以下「ウ」国という)は、国内総生産(GDP)の 4 割、輸出総額の 8 割を農産物が占め

る農業国で、総人口の 86％を占める村落住民の 7 割が農業に従事しており、持続的な経済成長

にとって地方の役割は非常に大きい。同国では上位計画として、国家計画 PEAP（Poverty 

Eradication Action Plan, 1997～2008）を引き継ぐ形で国家開発計画（National Development Plan 

(NDP), April 2010）が公表された。経済成長と貧困削減を組み合わせた計画目標値として、貧困

撲滅目標を 2015 年までに絶対貧困層を 24.5%以下にするとしており、貧困層の 96%が住む地方

部に対する対策が緊急の課題となっている。国家開発計画 NDP(National Development Plan)は、

水・環境セクターに関して次の目標を掲げている。 

 2015 年までに都市部における安全な給水(居住域より 0.2km 以内に水源の確保)、衛生普

及率を 100%とする。 

 2015 年までに地方の給水（居住域より 1km 以内に水源）、衛生普及率をそれぞれ 77%、

95%にする。 

 

本件調査の対象となるチョガ湖流域は、国土面積の 25%弱に当たる約 5.8 万 km2 を占める国内 8

流域中の国内最大の流域である。（図 1-1 参照）

この流域には約930万人(2008年推定)が居住し

ており、主な産業は牛を主とした牧畜と綿花、

コーヒーを主な換金作物とする農業である。 

 

本流域は、年間降水量が1,200mm以上で河川、

湖沼、地下水の水資源にかなり恵まれた地域で

ある。しかしながら、本流域内の平均給水率を

見ると、約 57%と国平均の 63%を下回ってお

り、Kaabong, Kotido, Abim, Bugiri 県などの様に

40%以下の所もある。 

 

一方で、流域内の山間部では森林伐採による斜

面の浸食が土壌流出ならびにチョガ湖等の水

質悪化を引き起こし、農業さらに日常生活にも

深刻な打撃を与えており、流域内の利水のみな

らず治水対策も重要な課題となっている。 

 

このような状況から、チョガ湖流域における水

資源の持続的かつ効果的な開発と管理を行うための水資源開発管理計画と、実際の地方給水施

設建設を促すマスタープラン策定を目的とした調査を実施することで 2008 年 8 月に「ウ」国、

我が国両国が合意した。 

図 1-1 ウガンダ流域区分図 
(出典：DWD (1995) “Uganda Water Action Plan”) 

チョガ湖流域 

No. 流域名称 面積（km2)
1 Victoria湖流域 59,858
2 Kyoga湖流域 57,669
3 Kyoga-Nile下流域 26,796
4 Edward-George湖 18,624
5 Edward湖流域 18,223
6 Aswa流域 26,868
7 Albert Nile 流域 20,004
8 Kidepo流域 3,129

Albert 湖流域 
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1.2  調査目的 

本件調査の主目的は以下の 3 点である。 

 チョガ湖流域内における「水資源開発・管理基本計画」の策定。 

 上記を踏まえたチョガ湖流域内優先県における「地方給水マスタープラン」の策定。 

 実施機関である「水・環境省」水資源管理総局(DWRM)及び水開発総局（DWD）の計画

策定能力の向上を図る。 

 

1.3  調査対象地域 

調査対象地域は、図 1-2 に示す様に「ウ」国東部の面積約 5.8 万 km2 を有するチョガ湖流域で

ある。本流域に関係する県は図 1-4 に示す 38 県(2009 年 7 月現在)である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

しかしながら、調査対象地域の北東部カラモジャ地域及び湖北沿岸部(図 1-4)には安全対策上、

調査団が立ち入れない県がある。そのような県では、既存資料の解析をもとにした「水資源開

発・管理基本計画」の対象のみとした。 

 

図 1-2 調査対象位置 

Lake Victoria

Lake Kyoga Basin

Lake Albert 

Mt. Elgon  
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1.4  調査の実施 

調査団のカウンターパート(C/P)機関は、水・環境省(MoWE)の水資源管理総局(DWRM)と水開発

総局(DWD)であり、調査団及び適切な関係諸機関の代表からなるジョイント・ステアリング・

コミッティーを DWRM と DWD の共同議長の元に組織された。図 1-3 は本件調査実施のための

組織体制を示したものである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 1-3 調査実施組織体制 

 

調査団、C/P のメンバーを以下の表に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＪＩＣＡ調査団

ＪＩＣＡウガンダ事務所

ＪＩＣＡ東京本部

調査実施機関

水・環境省
（ＭｏＷＥ）

水開発総局
（ＤＷD）

水資源管理総局
（ＤＷRM）

技術支援所
（ＴＳＵ）

調査実施C/P機関

・農業省
・畜産・水産省
・自治省
・エネルギー・鉱物開発省
・財務・計画・経済開発省
・関係県代表
・その他

ジョイント・ステアリング・コミッティー（ＪＳＣ）

表 1-1 JICA 調査団及び C/P 団員リスト 

1 Team Leader / Water Resource Management  Mr. Norifumi YAMAMOTO Mr. Twinomujuni Jackson (DWRM)

2 Deputy Team Leader / Water Supply Planning  Mr. Soichiro YUMOTO Eng. Ahmed Sentumbwe (DWD)

3 Meteorology / Hydrology  Mr. Ichiro TANAKA Mr. Maximo Twinomuhangi (DWRM)

4 Hydrogeology (1)  Mr. Shinichi ISEKI Ms. Eva Lwanga (DWRM)

5 Hydrogeology(2) / Test Drilling Survey  Mr. Iwao HAMADA Mr. Erisa Kyeyune (DWD)

6 Basin Management / Flood Control Planning  Mr. Kenji MORITA Mr. Benjamin Sekamuli (DWRM)

Mr. Maximo Twinomuhangi (DWRM)

Mr. Benjamin Sekamuli (DWRM)

8 Water Balance Analysis / Simulation  Mr. Toru YORITATE Mr. Tom Kanyike (DWRM)

9 Water Quality / Environmental and Social Consideration Mr. Rikichi ANDO

10 Socio-economy / Financial & Project Evaluation
 Dr. Reza MAHABUB
 Dr. Kazuki NAKAMURA

Mr. Collins Amanya (DWD)

11 Facility Planning / Cost Estimation  Mr. Matasaburo TSUKUDA Mr. Felix Twinomucunguzi (DWD)

12 Organization Operation & Maintenance  Mr. Terutoshi OZAWA Eng. Ahmed Sentumbwe (DWD)

13 Coordinator  Mr. Kenji AKAMATSU -

No Assignment Title Counterpart Study TeamJICA Study Team 

7 Remote Sensing / GIS  Mr. Soichiro KAGEYAMA

Mr. Simon Etimu (DWRM) 
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図 1-4 チョガ湖流域関連県分布ならびに立ち入り規制県 
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1.5  調査工程 

本調査は、2009 年 3 月から 2011 年 3 月までの約 25 ヶ月に渡って実施された。 

本調査の全体工程計画を表 1-2 に示す。 

 

 

1.6  提出報告書類 

本調査を通じて表 1-3 に示す報告書類が「ウ」国側に提出された。本報告書はファイナルレポ

ートであり、これまでの調査結果全てを報告した内容となっている。 

 

 

 

 

 

 

表 1-2 調査全体工程 

Mar Apr May Jun Jul Aug Sep Oct Nov Dec Jan Feb Mar Apr May Jun Jul Aug Sep Oct Nov Dec Jan Feb Mar

Phase

Work in
Uganda

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

Wor in
Japan

　 　 　 　 　

Report &
Seminar

▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲

1st Seminar 2nd Seminar Workshop 3rd Seminar 4th Seminar

2010 20112009

IC/

Phase IIPhase I Phase III

PG/R PG/R IT/R DF/R F/R

★ ★ ★ ★ ★

表 1-3 提出レポートの種類 

Quantity 

1 Inception Report 20 Copies April 2009
2 Progress Report (1) 20 Copies August 2009
3 Progress Report (2) 20 Copies February 2010
4 Interim Report 20 Copies August 2010
5 Draft Final Report 20 Copies January 2011

6
Final Report
(Summary, Main, Supporting, Data Book,
Photo Album, CD-ROM)

20 Sets March 2011

Submission TimingName of Report 
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